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第 18回「副首都ビジョン」のバージョンアップに向けた意見交換会 

藤田 香 

 

（資料 1）2ページ 

1. 目標について 

経済副首都の観点から考えたときに、わかりやすく、共感を得られる目標（指標と数値目標）として、どのようなものがふさわしいと

考えられるか（他の中長期計画との関係を含む）。あわせて、ウェルビーイングの向上に関する目標（指標と数値目標）についての必要

性をどう考えるか。必要とした場合、どのような目標が考えられるか。 

➡ 〔意見〕指標と定量的目標は記載せず、参考指標として、関連する指標を示す。 

➡ 指標と定量的目標を示す場合には、ビジョンは、より大きな方向性を示す指標の設定が求められるため、指標の数については、多

数列挙する形よりも、総合性・代表性の高いものを比較的少数に絞り込む形が望ましいのではないでしょうか。 

➡ これまでに都市評価について指標化されているものについて検討。 

たとえば、「都市再生における新たな評価指標の検討について」（内閣府地方創生推進事務局（令和３年３月 22日））、

https://www.chisou.go.jp/tiiki/toshisaisei/yuushikisya/20210322/shiryou4.pdf 

  多様性評価、民間事業者による都市評価指標… 

https://www.chisou.go.jp/tiiki/toshisaisei/yuushikisya/20210322/shiryou4.pdf
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    たとえば、都市評価指標（Urban Audit Methodological Handbook 

→https://ec.europa.eu/eurostat/ramon/statmanuals/files/KS-BD-04-002-EN.pdf）など先行事例を参考に「経済」「ウェル

ビーイング」に関連する指標を参照されることをご検討ください。同じ指標を用いることで、データベースもあるので、他都市と

の比較も可能になります（https://www.urbanaudit.org/） 

 

（参考）都市評価指標の構成 （9 分野 25 領域）→最新版をご確認ください。 

１． 人口動態 1.1 人口 1.2 国籍 1.3 世帯 

２． 社会面 2.1 住宅 2.2 健康 2.3 犯罪 

３． 経済面 3.1 労働市場 3.2 経済活動 3.3 所得格差・貧困 

４． 市民参加 4.1 市民参加 4.2 地方政府 

５． 教育・訓練 5.1 教育・訓練の提供 5.2 教育の質 

６． 環境 6.1気候 6.4廃棄物管理 6.2 空気・騒音 6.5 土地利用 6.3水 6.6エネルギー 

７． 旅行・輸送 7.1 旅行形態 

８． 情報社会 8.1 ユーザー・インフラ 8.2 地方の電子政府 8.3 情報通信技術部門 

９． 文化・余暇 9.1 文化・余暇 9.2 観光 

 

2. 目標年次について 

目標年次は、いつをターゲットにするのがふさわしいと考えられるか（他の中長期計画との関係を含む）。 

➡ 中期：2030年、長期：2050年と設定することが望ましい。 

 SDGs、脱炭素の目標の視点（2030年については SDGs未来都市も同様の目標設定、5-8ページ） 

 国の計画とも整合（9-10ページ） 

 

 

 


